
組
合
は
「
基
地
従
業
員
の
生
活
が
安
定

す
れ
ば
労
働
意
欲
も
向
上
し
、
円
滑
な
基

地
機
能
維
持
、
日
米
安
全
保
障
へ
の
寄
与

に
も
好
結
果
を
も
た
ら
す
と
、
こ
れ
ま
で

も
強
く
訴
え
て
き
た
。
昼
夜
を
問
わ
ず
日

米
の
安
全
保
障
に
寄
与
し
て
い
る
従
業
員

の
想
い
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に
も
、
こ
れ

か
ら
も
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
作
り
、

賃
金
の
維
持
・
改
善
等
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
て
、
雇
用
主

と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
す
る
よ
う
求
め

た
。山

内
局
長
は
「
基
地
従
業
員
の
方
々
の

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。
安
心
し

て
働
け
る
職
場
作
り
は
雇
用
主
と
し
て
最

重
要
事
項
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
変
わ
ら

な
い
し
、
日
米
同
盟
の
強
化
に
つ
な
が
る

と
い
う
想
い
は
組
合
と
共
有
し
て
い
る
。

今
後
も
雇
用
主
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
く
」
と
約
し
ま
し
た
。

組
合
は
賃
金
要
求
書
に
対
す
る
回
答
を
、

公
務
員
連
絡
会
の
回
答
指
定
日
に
合
わ
せ

た
三
月
二
十
七
日
（
木
）
に
行
う
よ
う
に

約
束
し
ま
し
た
。

国
公
連
合
春
季
生
活
闘
争

公
務
員
連
絡
春
季
生
活
闘
争

組
合
は
三
月
二
十
日
に
霞
ヶ
関
に
代
表

団
（
支
部
か
ら
４
名
）
を
送
り
、
我
々
、

公
務
に
た
ず
さ
わ
る
労
働
者
の
要
求
実
現

の
た
め
に
集
会
と
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

三
月
十
二
日
、
サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス
座

間
に
お
い
て
、
今
年
度
初
め
て
と
な
る

第
一
回
支
部
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
塚
越
支
部
委
員
を
議
長
に

選
出
し
、
委
員
会
で
は
中
央
本
部
、
神

奈
川
地
区
本
部
、
さ
が
み
野
支
部
の
活

動
報
告
、
及
び
会
計
報
告
・
監
査
監
査

が
あ
っ
た
後
、
第
一
号
議
案
「
二
〇
一

四
年
度
選
挙
管
理
委
員
候
補
の
選
出
に
つ

い
て
の
件
」
二
号
議
案
「
外
部
派
遣
役

員
の
件
」
三
号
議
案
「
専
門
部
体
制
の

件
」
四
号
議
案
「
当
面
の
日
程
に
つ
い

て
」
が
提
案
さ
れ
質
疑
応
答
の
後
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
質
問
で
は
「
健
保
議
員
の

活
動
に
つ
い
て
」
「
国
公
に
お
け
る
五
五

歳
の
昇
給
停
止
に
つ
い
て
」
「
個
人
情
報

保
護
に
つ
い
て
」
の
質
問
が
相
模
の
支
部

委
員
か
ら
出
さ
れ
、
答
弁
を
行
っ
た
。

２０１４年３月２５日 けやき 第１５９号 ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 支部 ０１２０－８０１－５７２ 相模分会 ０１２０－１３７－９３１

ホームページ：www.gflusagamino.jp

（１）

全駐留軍労働組合
神奈川地区本部
さがみ野支部

相模原市南区相武台2-20-14

046-251-0259

けやき 第15９号

20１4年3月25日発行

一年に一度の語学チェック
ＴＯＥＩＣ‐ＩＰテスト

下記の会場どこのでもテストが受けられます

座間・相模 ５月の予定
厚木支部 ５月の予定
横須賀支部 ７月の予定
自己負担は2000円くらい

さあ、今から勉強を始め、レッツ・トライ！

お 知 ら せ

中央本部とさがみ野支部・対話集会

４月２８日（月）１８時～ ハーモニーホール２階大会議室

ご出席を希望される方は４月１８日までに

組合にご連絡ください。

二
月
二
六
日(

水)

、
組
合
は
第
一
回
中
央
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
春
闘
方

針
を
踏
ま
え
、
防
衛
省
山
内
正
和
地
方
協
力
局
長
に
、
今
春
闘
に
お
け
る
駐

労
賃
金
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
「
二
〇
一
四
年
度
賃
金
に
関

す
る
要
求
書
」
を
提
出
し
た
。

「
今
年
度
の
賃
金
に
関
す
る
要
求
書
」

防
衛
省
へ
提
出

全駐労第408号
2014年2月26日

防衛省
大 臣 小 野 寺 五 典 殿

全駐留軍労働組合

中央執行委員長 照 屋 恒 夫
２０１４年度賃金に関する要求書

安倍政権は、デフレ脱却と経済再生を最優先課題として、いわゆる「アベ

ノミクス」と呼ばれる政策を進め、経済の好転による企業収益の増加を雇

用拡大、賃上げによる消費や内需の拡大につなげようとしていますが、何

よりも労働者の賃上げが重要です。

こうした中で連合は、2014年春季生活闘争を、「デフレから脱却し、経済

の好循環をつくり出す」ことを実現するための「底上げ・底支え」「格差

是正」を最重要課題と位置づけ、すべての働く者の処遇改善の実現に向け

取り組みを進めております。

一方で、駐留軍労働者は、昨年11月より給与減額が開始されたばかりであ

り、本年４月の消費増税も合わせると組合員の生活に与える影響は深刻な

ものがあります。

このような厳しい状況の下、駐留軍等労働者の賃金を維持・改善すること

は、雇用主として貴職の最も重要な使命であると考えます。

よって、本組合としては、駐留軍等労働者及びその家族の生活を維持・改

善するため、ここに、「2014年度賃金に関する要求書」を提出いたします。

貴職におかれましては、組合要求の趣旨を十分に受けとめ、雇用主の責任

において、最大限の努力をされるよう要求いたします。

記

１．駐留軍等労働者の賃金を引き上げること

２．賃金・諸手当等労働条件の改定にあたっては、全駐労と十分交渉・

協議し合意すること

「第１回支部委員会」を開催

報告・議案を承認



 

「まもるくん」 

 ①昨夏の募集期間に申込み書を提出できなかった方。 

②健康上告知内容に該当せず加入できなかった方。 

 （今回は告知内容に該当する方） 

③昨夏以降、新たに組合員になった方。 

     などは、ぜひ中途申込みをご検討ください！ 

三
月
八
日
に
駐
労
会
館
に
お
い
て
、
第

一
回
神
奈
川
地
区
本
部
委
員
会
を
開
催
、

支
部
か
ら
は
役
員
五
名
、
委
員
の
八
名
が

参
加
し
た
。

昨
年
十
月
の
大
会
以
降
の
活
動
経
過
報

告
、
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
二
〇
一

四
年
の
春
闘
方
針
が
議
案
提
案
さ
れ
可
決

し
た
。

午
後
か
ら
は
「
震
災
か
ら
三
年

私
の

活
動
と
経
験
か
ら
言
え
る
こ
と
」
と
題
し

て
Ｄ
Ｓ
Ｐ
災
害
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表

の
門
馬
宏
明
氏
が
活
動
映
像
も
含
め
て
講

演
を
行
っ
た
。

大
幅
賃
金
引
上
げ
・
格
差
と
貧
困
解
消
・

民
主
的
公
務
員
制
度
実
現
・
年
金
、
医
療
、

介
護
制
度
の
充
実
・
教
育
の
格
差
解
消
等

三
月
十
日
一
八
時
か
ら
横
浜
公
園
に
お

い
て
、
二
〇
一
四
公
務
労
協
・
交
運
労
協

春
闘
勝
利
総
決
起
集
会
を
行
っ
た
。

神
奈
川
地
区
本
部
の
三
支
部
か
ら
は
五

十
名
（
支
部
十
一
名
）
が
参
加
、
集
会
後
、

横
浜
市
役
所
周
辺
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

と
と
も
に
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

（２） ２００３年１１月１２日 けやき 第７１号 支部 ０１２０－８０１－５７２ 相模分会 ０１

ホームページ：www.gflusagamino.jp Ｅメールアドレス：さがみ野支部 z-sag@amber.plala.or.jp 相模分会 s-sag@bz04.plala.or.jp

（２）

駐健保ウォーキング＆ハイキング

鶴巻温泉ウォーキング（いちご摘み）

４月２０日（日）・9：30

小田急線・鶴巻温泉駅・北口改札

風情ある鶴巻の温泉街から自然ふれあい歩道のコースです。

コースの途中でいちご狩りを楽しみます。

※事前の申込が必要です！

4月14日(月)～17日(木) 神奈川連絡事務所へ電話

（045-681-1361）で申込

春闘方針を決定
第１回地区本部委員会

二
〇
一
三
年
は
米
国
公
務
員
に

と
っ
て
も
受
難
の
年
で
あ
っ
た
。

昨
年
の
ア
メ
リ
カ
は
「
財
政
の

崖
」
（f

i
s
c
a
l
c
l
i
f
f

）
を
回
避

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
二
〇
一
二
年
末
に
大
型
減

税
策
が
切
れ
「
実
質
的
増
税
」
が

二
〇
一
三
年
頭
か
ら
開
始
さ
れ
る

の
と
、
国
防
費
を
中
心
と
し
た
十

年
間
で
最
大
一
兆
二
千
億
ド
ル
の

「
強
制
的
な
歳
出
削
減
」
（s
e
q
u

e
s
t
r
a
t
i
o
n

）
が
同
時
に
発
生
す

る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

民
主
党
・
共
和
党
は
富
裕
層
に

対
す
る
増
税
と
歳
出
の
強
制
削
減

を
二
ヶ
月
凍
結
す
る
こ
と
で
一
時

的
に
財
政
の
崖
を
回
避
し
ま
し
た

が
、
結
果
的
に
オ
バ
マ
大
統
領
は

二
〇
一
三
年
三
月
一
日
に
強
制
歳

出
削
減
措
置
に
署
名
し
、
最
も

影
響
を
受
け
る
国
防
総
省
で
は

職
員
約
八
十
万
人
を
週
休
三
日

制
に
し
て
人
件
費
を
二
十
％
削

減
す
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
し

た
。強

制
的
に
休
み
と
な
っ
た
日

（f
u
r
l
o
u
g
h

）
は
基
本
的
に

「
無
給
」
に
な
る
の
で
、
米
国

公
務
員
は
解
除
さ
れ
る
ま
で
給

与
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

十
月
に
は
オ
バ
マ
大
統
領
肝
い

り
の
医
療
保
険
制
度
改
革
（
オ

バ
マ
ケ
ア
）
の
見
直
し
を
求
め

る
野
党
共
和
党
と
削
減
に
慎
重

な
与
党
民
主
党
と
の
間
で
対
立

が
解
け
ず
、
米
国
新
年
度
予
算

が
成
立
し
な
い
中
で
、
政
府
機

関
が
一
部
閉
鎖
（G

o
v
e
r
n
m
e
n
t

S
h
u
t
d
o
w
n

）
に
追
い
込
ま
れ
ま

し
た
。

十
六
日
間
で
終
了
し
ま
し
た
が
、

公
共
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
ク
ロ
ー

ズ
し
多
大
な
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
ね
じ
れ
議
会
の
中

で
米
国
財
政
の
綱
渡
り
が
継
続

す
る
可
能
性
も
あ
り
、
基
地
従

業
員
の
給
与
削
減
（
臨
時
特
例
・

格
差
給
減
額
）
に
も
同
情
を
寄

せ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
？

（
※
ち
な
み
に
米
国
公
務
員
の

一
時
帰
休
期
間
中
の
扱
い
に
つ

い
て
は
米
国
公
務
員
の
労
働
組

合u
n
i
o
n

と
交
渉
し
て
詳
細
〜

給
与
・
休
日
等
を
決
め
た
よ
う

で
す
）

＊
神
奈
川
地
本
ニ
ュ
ー
ス
抜
粋

軍属もたいへんな年だった２０１３年

米国公務員への
「財政の崖」
＆ オバマケア

2014公務労協・交運労協
春闘勝利総決起集会

*格差給廃止後に入職された方

*格差給の固定保障額が少ない方

*震災復興協力金の率が高い方

昨年に引落とせなかった復興協力金の11、12月稼働分の月

例給と本年の３月稼働分の月例給とを合わせた３ヵ月分の復

興協力金が引かれる４月支払いの給与では、格差給等の復活

精算で増える方がいる一方、逆に復興協力金だけが引かれる

方の中で基本給の高い方は、減額が５万円を超える。

したがって組合はろうきんと協定を結び、

厳しい審査が無く金利が安く借りられる緊急

融資を行う。

詳細については後日、チラシで配布

「震災復興支援の協力金」の徴収で

4月支給給与の手取りが大幅に減る方へ

組合員の為だけの緊急融資

『緊急生活応援ローン』

公
務
労
協
・
交
運
労
協

春
闘
勝
利
総
決
起
集
会


